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とができる。従来から日本に棲息しているカエル

の場合,そ の産卵のシーズンがごく限られている

から,ツ メガエルをもちいる発生学の研究は材料

の確保という点からみると,大変有利なものとな

る。更に,このカエルにはもうひとつの特徴があ

る。それはカエルに舌がないこと (分類学上は無

舌亜目に属する)。 そのために,飛んでいるハエ

や力を舌で捕えることができない。また,このカ

エルは四六時中,水の中に居なければ皮虜が乾い

て死んでしまう。では,水中から
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のように水を飛ばし,昆虫をねらい打ちする技術

を持っているのかというと,そ うでもない。彼ら

はエサに近づき,両方の手であたかも人間がもの

を "ほおばる "よ うなしぐさで,エサを口に運ぶ

のである。だから,こ のカエルの飼育には肉屋さ

んで手に入る牛レバーの角切りやコイのェサなど

を与えればよい (も ぅとも,牛 レバーで育てると

コイのエサは食べなくなる。逆は真ならず,と い

われている)。 このことからわかるように,こ の

カエルは飼育が簡単である。

更に,別な特徴もないわけではない。それは,

このカエルの胚細胞にはR N ase(RNAを 分解す

る酵素)が比較的少ないことである。このことが ,

このカエルをもちいた初期の分子生物学研究 (そ

して,それはとりもなおさず,発生現象の分子的

研究そのものの始まりでもあつた。そういう重要

な役割をこのカエルが果したのだが)を大変容易

にした。というのは,当時,両生類胚をもちいた

生化学的研究というと,ほ とんどの場合ヒョウガ

エル Rαれα ppιθれsか,ア カガエル Rαんα′″οれι―

cα が使われていたのであるが,これらのカエルの

胚細胞には RNaseが多量に含まれ,そのために

RNAの 抽出が大変困難だったからである:だか

ら,RNase含量が低く,従っていつも安定的に

RNAを 抽出することのできるツメガエル胚の使

用は,こ の分野の研究をひじょうに促進した。

以上の紹介から,ツ メガエルが材料として大き

な利点をもっていることは明らかであろう。そこ

で,筆者も1964年,恩師山名清隆先生の御指導で ,

それまで行なっていたアカガエルの実験をツメガ

エルで行なうことにした。当時の恩師川上泉教授

の研究室では,すべての実験形態学的研究がイモ

リ卵をもちいてなされていたので,ッ メガエル卵

をもちいる分子発生学の研究のスタートはひじょ

うに目新 しいものと感じられた。

以来,山名先生とツメガエルと筆者の 3者から

成る研究生活が始まり,それがずいぶん長くつづ

いた。途中, 3年間は大阪の武田薬品の中央研究

所に身を置き, ウイルスの薬を開発する研究に従

事し,ま た,それにつづく2年間はニューヨーク

の血液センター研究所において,イ ーストのミュ

ータントをもちいて遺伝情報の核から細胞質への

トランスポートの機構の研究をする機会に恵まれ

た。そして,武田薬品の研究所では杉野幸夫先生 ,

ニューヨークではポゴ先生という恩師を得ること

ができた。しかし,結局のところ山名先生の居ら

れる川上研究室に舞いもどり,再びツメガエルと

の生活がつづいた。そして,気が付いてみると,

ツメガエルと筆者というコンビで,この東京大学

でまた新たなる出発をするという運命になってい

たわけである。

東大に来てみて気付いたことは,高い木々の緑

のあいだからの陽の光が素晴しいことだった。そ

れは以前にどこかで見て忘れていたものだった。

大げさにいうと,その木立ちはバージニアの田舎

の森の一角を想出させもしたし,そ の本々の間に

見えるレンガ建りの研究室はニューヨーク効外の

筆者らがかつて住んだアパートの一角にも似てい

た。キャンパスの中に思いがけず坂が多く,それ

らはカリフォルニアのバークレー校の一部分のよ

うであったし,三四郎池はノースカロライナで何

度か訪れたデューク大学の池の一部分にも似てい

た。しかし,筆者が間もなく理解したうれしいこ

とは,そのようなたたずまいのなかで,研究室の

学生諸君がなかなかに素晴しいということだった。

まわりの一人一人がそれぞれ充分に個性的であっ

たし,他の人の気持をおし測って,思いやる優 し

さを持っているように見受けられた。だから,こ
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写真 2

世界のツメガエル研究者の連体を示す,あ る日の寄せ書き,1986の 4月 9日から12日 まで,イ ギリ
スのロンドン効外のノーリッチで第 2回 目のツメガエル国際会議が持たれ,筆者も日本から参加した。

会のおわりに,主催者のひとリガードン教授の提案で,会の事務を一手に引き受けて苦労をしてくれ
た教授の秘書のバーバラに対し,出席者の寄せ書きを贈ることになった。この図はこの時の会の講演

要旨集のまだとじられていなかった一枚の黄色の表紙に皆でサインをすることによってつくられ,バ
ーバラに手渡されたものであるが,後日,正確に複製され,ガードンその人と筆者にバーバラから
“This is a lilnited edition-lilnited to two, one for you and one for Dr.Gurdonl."  と

いうことばと共に特別に送られて来たものである。なお,こ のノーリッチの会議の詳細については,

塩川ら (1987), 蛋白質・核酸。酵素,32(3), 271-276に 述べてある。
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ういう雰囲気であれば,連れて来られたツメガエ

ル達にも良いことが起りそうな気がした。

カエルや,その卵たちを単に自分の新発見のた

めの消耗品 (すなわち,もの)と して無神経に材

料に供するということと,彼 らに愛着をもって大

切に扱い,そ の上で必要に応じてそれらを利用し

てゆく,と いうことは少しちがうことのように思

う。ツメガエルはものを言わない。だから,彼 ら

の側からの信号は少ない。それだけに,どういう

状態が彼らを快適な状況に置くことになるかを日

頃注意して見守っていくことは研究には必要なこ

とではなかろうか。仮りに多すぎる数の卵を小さ

な容れものに入れて,水をかえないで放置したの

では,おそらく彼らは本当の姿を示してくれない

だろう。たとえば,酸素の不足から卵や胚は息も

絶え絶えになってしまうかも知れない。

幸いなことに,こ の動物学教室の学生諸君には

気持のうえでずいぶん
《
ゆとり"があるように感

じられた。だから,これから始められる研究にお

いては卵や胚たちがどうしているかな,と いう配

慮が充分なされるであろう。そのようにして若い

諸君が頑張ってくれていると,いつの日にか,ツ

メガエルの卵や胚たちが人々の幸せにつながる素

晴しい成果に変身するだろう―。その積み重ねが,

他の研究者や一般の人たちを勇気づける日が来る

だろう。

もし,い ろいろのことがうまく展開し,上に述

べたようなことが現実のものとなってくるならば,

ツメガエル研究は素晴しい成果を挙げたことにな

るのではなかろうか。この理学部の一角に端を発

したツメガエル発生の研究から,人々の輪 (和 )

が大きくふくらみ,世界的なつながりへと育って

ゆくことも夢ではないだろう。そういう日がやっ

て来る時,こ の度東大に引っ越して来た約 200匹

のもの言わぬ水中の動物たちも,「やって来たか

いがあった」と,満たされることになるのではな

かろうか。写真 2に示す寄せ書きは,そ こまでは

まだ至っていないけれども,少なくともツメガエ

ルの分子発生学の研究者たちの輪はすでに世界的

規模でお、くらみつ あヽることを示す具体的な証拠

である。
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